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１．本園の教育目標 

豊かな人格形成を目標におき、生涯にわたる人間性の基礎を養う。 愛、自立、健康、創造を４つの柱とし、入園から卒園までの

園生活を通して、社会性を養い自主性を育てる。 

２．本年度、重点的に取り組む目標・計画 

子どもの遊びに注目し、その中で何を学んでいるのか、どんな力が育っているのかを把握する。また、遊びの展開や継続をめざし

て、環境を整え適切な援助を考える。 

３．評価項目の達成及び取組み状況 

評 価 項 目 取 組 み 状 況 

幼稚園の教育方針に基づき、教育課程を

作成している。 

環境を通しての保育、遊びの充実をめざして、環境論を学び始めて4年が経過し

た。日々の遊びと活動、遊びと行事などつながりを考慮いて保育内容を考えるこ

とにより、子どもの主体的活動につながっている。保育者の視点が変化して、子

どもへのまなざしと一人一人の学びに着眼点をおいて観察する力が備わってき

ている。 

保育者および保育の質の向上を図るため

に、園内研修を充実させる。 

夏に行われるめばえ独自の研修会において改めて各年齢の発達を抑える、発達に見合

った環境構成や援助の仕方について事例を持ち寄り検討した。また、構成あそびで使用

しているカプラで実技を行う。 

どちらも自分の体を通して、学びを深められるように参加型にすることで保育者の経験を

増やしている。 

また、神戸大学大学院の北野幸子先生から保育者の専門性とは何か、それを身に付け

る必要性の話を伺い、質の向上を図った。 

幼児一人ひとりの教育ニーズを把握し、 

 

適切な指導を行う。 

好きな遊びでは、したいことが満たされているが、クラスの活動になると苦手意

識がある子、日常は穏やかだが怒りの感情が急に出てコントロールが難しいな

どの課題が見られる。 

発達障害や愛着障害に加えて、メディア脳、保護者の子育てによる善悪の判断

不足や自制心の育ちの未熟さへの対応が課題になる。 

保護者のニーズの把握につとめ、要望や

意見に適切な対応をする。保護者との連

携を図り、幼児のよりよい育ちへとつなげ

る。 

日頃から、幼児の様子と年齢なりの発達段階を知らせ、園と家庭と一体となって

幼児の成長を促している。役員会や日頃の生活から寄せられた要望や意見に

関しては、真摯に受け止め、参観日や園だよりを通じて園の考え方を示しなが

ら、丁寧に対応している。 個人の相談業務の充実を図り、めばえ相談室や各副

園長が保護者や親子の様子を送迎時に観察し、適宜発達や心理面において対応

している。 



４．学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

保育者一人ひとりが適切に自己点検、自己評価し、自分の保育の課題を見つけることができた。教育方針の理解や具

体的な保育内容や援助を考え、実践できるよう努めていきたい。 

５．今後取り組むべき課題 

課   題 具体的な取組み方法 

家庭との連携 ホームページやポートフォリオなどを通じて、写真を通して子どもの姿を知らせるようにな

り、保護者がより子どものリアルな様子を感じることができるようになってきた。 

令和 7 年度は保護者のリフレッシュをねらい、笑いヨガやスクラップブッキングの講習会を

行った。働いている保護者が増えて、参加人数は減少しているが、一人でも多くの保護者

の笑顔につながる企画を増やしたい。今後、講演会と講習会を 1 年おきに行い、教養と趣

味の充実を図りたい。 

幼児教育の意識についての 

発信 

幼稚園生活の IT 化が進み、配布物や連絡がアプリになっている。便利な面と疎かになる

面が懸念される。紙媒体で確認する物とアプリで十分なものを精査していきたい。 

保育者が研修している内容や子どもの成長の喜びを参観日や行事などの短い時間で伝

えて、理解を深めたい。 

子育て支援 

 

就労している保護者が増え、入園前の親子活動への参加が減少している。ピッコロクラブ

はその都度参加を募集し、妊婦のコースを新たに設けいつでも行ける場の保障に努め、

今あるべき親子関係の在り方を提案し、孤立子育て防止に努める。 

また、子ども誰でも通園制度を取り入れて、幼稚園の存在を知ってもらえる機会を設け

る。 

その他  

 

子どもの活動、保護者同士の交流などを従来していた参観日やイベントなど意味を考え、

在り方や方法を探り、子どもの育ちを促す活動の充実を図りたい。 

６．学校関係者の評価 

 令和８年5月22日に行われた学校関係者評価委員会で承認いただきました。 

７．財務状況 

公認会計士監査により、適正に運営されていると認められている。 

 


